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Abstract
This paper aims to explain the function of mutual assistance through children’s inter-household mobility 
in rural Cambodia.
Some scholars have noted that Cambodian peasant society is individualistic and lacks any kind of 
mutual aid system among its members.
Through fieldwork conducted between 2006 and 2007 in a rural village in Cambodia, this paper 
 demonstrates that about 30% of households have made their children move to another household which 
belongs to their kinship.  This research show how the numerous motives for the movement of children are 
related to issues such as parents’ deaths, their remarriage, adoption, attending school, poverty, and so forth.  
However, this paper also makes clear that children do not necessarily stay at the household permanently 
rather in many cases they stay for only a few years to avoid crises.
The children tend to move from poorer households to richer ones and from households which have 
many children to ones which have fewer.  This movement allows children to receive better foods and 
continue their studies.  The results of this paper show that kinship members redistribute income among 
themselves and share a norm whereby children are brought up by not only their parents, but also by kinship 
members.
In the village researched, this study proves that the movement of children plays a role in a mutual 
assistance system in the kinship network, and provides the security to support the lives of village 
 members.
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相続人の分配［Rynkiewich 1976; Goody 1969］，生活，経済，教育状況の改善［Fonseca 1986］，
労働力の分配［Cohen 1969］等の意味を有している。3)東南アジアの地域研究の中では，養子慣
行に加えて，親の死亡や離婚に伴う代親による子の養育についての記述も，いくつか見つける
ことができる［坪内 1972; 坪内・前田 1977］。また，多くの女性出稼ぎ者を出しているフィリ
ピンでは，世帯構成の柔軟性の延長線上で，残された子どもの養育代行が親族によって行われ





























アップ中心部から，国道 6号線を北西へ約 16 kmの位置にある。プオック郡中心部には食料
品，日用品がほぼすべて揃うマーケットが有り，そこから約 2 km南西方向に入った所にT村
がある。

















13.4パーセント，2006年 10.4パーセントと二桁成長を記録し続けている［Economic Institute of 
Cambodia 2007: 3; National Institute of Statistics 2007: 490］。主な成長要因は，主要生産品目であ
る米の生産量の増加，外国直接投資による多数の縫製工場の設立，建築業および通信部門の成
長，そしてシェムリアップ州のアンコール遺跡群による観光産業の発展等が挙げられる［廣畑











年間約 45万人であったのが，2006年には約 86万人と 4年間で約 48パーセントの増加率を示


















調査村の人口は 1,111人で女性 563人，男性 548人である。6)人口構成を性別および年齢別で
表したのが図 2である。全人口に占める，10代，20代の若者の割合が高く，20歳以下の人口が
村全体の 43.7パーセントを占める。また，30代から 60代，特に 50代で男性人口の過少が見られ
る。これは，民主カンプチア政権期と内戦期において，男性が多く死亡したことを示している。7)








有業者は 663人（内，女性 336人）で全人口の 59.7パーセントを占める。8)また，村の全就学
者は 381人（内，女性 183人）である。9)その内の有業者，つまり就学しながら何らかの生業に

















8) 有業者とは，2006年 4月から 2007年 3月末までに，何らかの生業に従事した者を指す。
9) 就学者とは，小学校，中学校，高校，大学および師範学校，医師養成学校に通う者を指す。







































人口は村民全 1,111人（女性 563人）の内，431人（女性 242人）で，38.8パーセントを占める。
1人当りの平均結婚回数は 1.1回（男性 1.2回，女性 1.1回）であり，村民の総結婚回数に占め
る離婚割合は 10.3パーセントと，一生で配偶者を 1人しか持たない人の割合が高い。
村民の内，配偶者との離別死別を経験したことのある延べ人数は 126人で，内女性が 89人


















































ついて，全 204世帯の内，90世帯に質問を実施した。13) 90世帯の内，子を有する世帯は 83世
帯で，その内，子を移動させた経験のある世帯は 28世帯であり 3世帯に 1世帯以上を占める。































































No. 122 女 妻の妹 4歳～（25歳） 5人（男× 2　女× 3）
No. 74 村外 女 夫の兄 5歳～（―歳） 6人（男× 1　女× 5） ―
No. 217 No. 87 女 妻の姉 0歳～（22歳） 5人（男× 2　女× 3）
1人
（女× 1）
村外 No. 40 女 病院からの紹介
0歳～ 1歳
（死亡） ― 0人




































































― 1人（男× 1） 両親死亡女 5歳～（―歳）
No. 167 女 村内 妻の親 5歳～（15歳） （10年＋） 5人（男× 3　女× 2） 離婚後死亡








1歳～ 15歳 14年 5人
（男× 2　女× 3）
父死亡・
母蒸発　男 3歳～ 16歳 13年
No. 142 女 村外 夫の親 13歳～（27歳） （14年＋） 5人（男× 4　女× 1） 両親死亡































（村内） No. 157 男 妻の親 12歳～（14歳）（2年＋） ― 5人（男× 4 女× 1）
妻死亡・
夫再婚




















（男× 4 女× 5） 離婚再婚女 7歳～（17歳） ―
女 5歳～（15歳） ―
No. 65 子が生まれた村　 男 妻の妹 16歳～ 24歳 8年
2人
（男× 2） ― 離婚再婚
No. 100 子が生まれた村　 女 妻の親 ― ―
2人
（男× 2） ― 離婚再婚






























































































いケースで 11年であり，平均 4.9年，最頻値が 5年である。移動開始年齢は 0歳から 17歳で
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Vの事例を見ると，Vの母親（L）の世帯は Lと未婚の子 3人で形成されている（図 5）。子 3
人の内，女子 2人は就学中であり，主な就労者は L本人と息子の 2人である。Lは 0.8ヘクター
ルの水田を有し，稲作および野菜栽培の農業を主な生業とし，農繁期には娘や息子も農業を手
伝う。息子は土木建築業の日雇い労働に従事している。夫がおらず，子の一部が未だ就学中で











世帯番号 108の世帯は夫の親世帯（世帯番号 111）に長男を 5年ほど前から預けている。送







































































































No. 33 村外 女 遠いボーン・プオーン　　 18歳～ 20歳 2年
3人
（男× 1 女× 2） ― 高校












― 4人（男× 1 女× 3）
中学～高校
男 ― 3年 高校
男 ― 2年 高校
女 ― 3年 高校
村外 No. 41 男 遠いボーン・プオーン　　 19歳～（20歳）（1年＋） ― 3人（男× 2 女× 1）
高校












― 4人（男× 3 女× 1）
高校





― 5人（男× 2 女× 3）
中学～高校
男 ― 4年 中学～高校
男 ― 4年 中学～高校
男 ― 4年 中学～高校
男 ― 4年 中学～高校








村外 No. 96 女 夫の姉 16歳～（17歳）（1年＋） ― 0人 高校









































村外 女 17歳～（17歳） （0年＋） 家政婦
No. 73 村外 女 妻の姉 17歳～（23歳） （6年＋） ゲストハウス
No. 218 村外 女 娘 17歳～（21歳） （4年＋） 食品加工販売
No. 72 村外 女 娘 18歳～（26歳） （8年＋） 調味料小売
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